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分類 食肉目 イヌ科 

大きさ：50～80cm

特徴：数頭が同じ場所でフンをする。
夜に活動する。

小鳥の森で見られる時期
・一年中

小鳥の森で見られる場所
・園内全域
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冬こそバードウォッチング
雪がふれば一面が真っ白な世界に変わる1月。そんな

冬はバードウォッチングがしやすい季節なのは知ってい
ましたか。
冬は草木の葉が落ちて視界が開けるため、鳥たちを隠

す（かくす）ものが少なくなり、姿を見つけやすくなり
ます。また夏とは一変。この時期は虫が少なくなり、鳥
たちの食べ物が、おもに虫から木の実やタネなどに変化
します。このためエサを求めて人家の庭や畑などに訪れ
るようになり、身近な場所でも見かける機会が増えるの
です。地面を歩いて落ち葉の下にかくれている小さな虫
やタネをさがす姿や、木の実を食べに枝先に止まる姿な
ど、いろいろな場面に出会うでしょう。
バードウォッチングはどこでも誰でも楽しむことがで

きます。姿や声、写真撮影など…。公園や散歩道、海辺
など、場所が変わると鳥の種類も変わります。小鳥の森
は里山や林、水辺などが好きな野鳥たちが集まります。
ネイチャーセンターの観察窓からも野鳥を見られますの
で、ぜひいらしてくださいね。
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栄坂が

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
小鳥の森通信「しじゅうから」2025年1号№462／企画・発行：福島市小鳥の森／NPO法人野鳥の会ふくしま

今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

お知らせ

スタッフだより

自 然 情 報月４ いきものニュース 
月

自然のお便り

12

小鳥の森HP

＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

手足がなくてもへっちゃら

今年はヘビ年。ヘビはほかの生き物にある手足
がありません。土の中で生活するのに必要なく
なったため、ヒモのような体になったとも考えら
れています。一見すると不便そうな体。ですが手
足が無くても平気なフシギがあるのです。
ヘビは体全体がウロコでおおわれています。こ

のウロコ、背中とお腹で形が違います。背中は小
さなひし形、お腹は大きな細長い形をしていて
「腹板（ふくばん）」と呼ばれています。背中と
腹板の境目（さかいめ）には角（かど）がありま
す。まずこの角を地面にひっかけ、次に大きなウ
ロコをすべらせる。これを繰り返して前に進んだ
りスルスルと木に登ったりするのです。
また、ヘビの体は筋肉のかたまり。獲物（えも

の）を捕まえると長い体を巻きつけ、強くしめつ
けてとどめをさします。ほかの生き物にはない、
おどろきのパワーですね。

冬も元気な生き物たち

あけましておめでとうございます

12月のはじめの頃を、昔の人は朔風払葉（さくふうは
をはらう）時期と呼んでいました。難しい漢字が並んで
いますが、「北風が葉を吹き落とす」という意味です。
小鳥の森も、暖かすぎた11月を忘れさせるかのように冬
の冷たい風が吹き、園内の木々は一気に落葉。おかげで
野鳥の姿がとても観察しやすくなりました。
季節が変わるとエサも変わります。ヤマガラが一生懸

命（いっしょうけんめい）にアカマツのマツボックリを
つついて中のタネを出していました。昆虫が少なくなる
と植物の実やタネを食べるようになります。森の冬をか
んじる光景（こうけい）のひとつです。
足元には寒さの中でも緑の葉を茂らすヤブコウジが。

高さは10～20㎝ほど。5㎜ほどのツヤツヤした赤い実を
つけているものも。小さな植物ですが、れっきとした
「木」なんですよ。昔からお正月の縁起物（えんぎも
の）として愛されてきました。
冬の森はすっきりとしていますが、たくさんの生き物

たちでにぎわっていました。

マツボックリとヤマガラ

ヤブコウジ

旧年中は小鳥の森をご利用いただき誠に
ありがとうございました。周辺地域をはじ
めとする全国から来園された皆様に改めて
お礼申し上げます。
本年も皆様が自然に親しみながら学びを

深められるよう努めていきます。また、た
くさんの生き物が住む森・里山づくりを目
指し、環境保全にも力を入れていきます。
皆様が健やかにお越しいただけることを

スタッフ一同心よりお待ちしております。

アオダイショウ

12月29日～1月3日は年末年始の休館となります。
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